




































































































































































24 年度からは DPC 病院２群となった。住民
あっての地域連携であることを職員と共有・実
践することが重要で、そのためにはいかに職員
に活力を吹き込むかという的確なマネジメント
が求められると総括した。
シンポジウムのまとめ
　災害時、平常時にかかわらず、赤十字病院と
地域との連携において光の足りない部分、影の
領域を見つめることにより、地域の中で赤十字
にできること、赤十字が成さねばならぬ事が明
らかになるのではないかと問いかけたシンポジ
ウムである。
　演者たちがその経験を通して提案した回答
は、共通して「人の繋がり」であった。人と人
を結びつけること、地域に出て行くこと、人に
アピールすること、実際に人と向き合うことな
くしては成しえない現実を改めて認識し、共有
した時間であった。
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